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一般情報など
（1） 関東地域におけるローンボウルズ普及活動の状況（依田副理事長よりの報告）
· 横浜市および横浜市体育協会発行広報誌「SPORTSよこはま」10月号に、”新しいスポーツ、健常者・障害者に相応しいローンボウルズ”　として取り上げられた。(後掲13ページ)
· 横浜市は現在の横浜文化体育館を取り壊し、新たに建て直しを計画しているが、この機会をとらえて、新設する体育館内に屋内ローンボウルズを取り入れて貰うべく、地元市会議員でＹＣ＆ＡＣメンバーの串田議員とクラブメンバーとが相談し、横浜市市民局長に掛け合った。

その結果、10月18日(土)午後1時に市職員がＹＣ＆ＡＣに来訪し、調査していった。

次の資料を提供した。
１）ローンボウルズ紹介資料
２）健常者・障害者両者が共に競技をしている映像資料。

横浜市は障害者に優しいスポーツ、世界的レベルで競技されるスポーツとの
説明に共感を覚えている様子。
　　　　　　 ３）屋内ローンボウルズ用カーペットに関する情報。
（2） 愛知県トヨタでローンボウルズ体験会を実施 (小田会長よりの報告)
去る10月18，19日の両日に、トヨタ自動車（株）の経営する総合文化・運動施設の

フォレスタヒルズで第3回目のローンボウルズ体験会を行った。
この体験会は毎年1回トヨタ自動車課長家族会（幹の会）が主催するイベントの中の一つと

して行っているもので、今回が3回目となりほぼ定着してきた。
今回、スポーツ事業部が事前に参加希望者を募ったところ50家族を超す申し込みがあり、受け入れ人数の関係で抽選により21家族（述べ80名）
に絞ったとのこと。
当日は、幅2.75m×長さ15メートルのカーペット
2枚を体育館に敷設し、ショートマットボウルズを
体験してもらった。将来はトヨタの施設内にボウルズ
・グリーンが設置されることを期待して、地道に
この活動を継続している。
（3） 兵庫県レクリエーション大会においてローンボウルズ体験コーナーを開催

　10月12日（日）に明石公園で開催された上記大会の行事の一環として、陸上競技場の芝生上でローンボウルズ体験コーナーを開催（正規のグリーンは既に使用予約が入っていたため）。多くの親子連れに紹介できた。ALBCクラブ員がボランティアで働いていただいた。
（４）アジア・パラリンピック大会で植松博至選手が銅メダルを獲得

10月18日から韓国・仁川市で開催されていたアジアパラリンピック競技大会に参加していた植松博至選手（兵庫車椅子ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ）が男子シングルス種目の障害度Ｂ６クラス

において銅メダルを獲得した。Ｂ７クラスに出場した児島選手は惜しくもメダル獲得は逃し
たが4位の成績であった。
（５）認定NPO法人の認定証を受領
去る10月7日（火）pm１４：００～　神戸市役所にて山田理事長、森事務局長、宮北事
務局員、南川事務局員が出席して、認定NPO法人の認定証を受領した。(既報)
認定NPO法人とは、NPO法人の中でもその組織運営および事業活動が特に適正であって、

かつ公益性の高い活動を推進しているものとして、一定の審査基準に適合したもののみに与
えられる資格である。

今後は、当法人の活動に対して応援したいとして寄付金、賛助金、助成金などを寄付いた
だいた方（個人あるいは企業など）には税制上の優遇措置が与えられる。

具体的には、当法人が発行する領収書を年度末の確定申告書に添付することにより所得税
（および兵庫県民税、神戸市民税）の還付が得られるものである。
現在、BＪで受け付けている寄付金、協賛金等としては
1� ＢＪ活動の全般に使用するための「賛助金」
　　  　②　ジャパンオープン大会開催に使用するための「ジャパンオープン協賛金」
の2種類だけであるが、「賛助金」については、現在賛助会員である人以外の外部の個人、
企業からも受け付けるので、機会があれば外部の人にも「賛助金」を寄附していただくよう
にＰＲしていくことが必要である。
また「ジャパンオープン協賛金」については、来年に第4回のジャパンオープン大会を
11月1日～3日まで横浜のYC&ACで開催する予定であり、その時点で募集を行う。
また、認定NPO法人となったことにより、神戸市が発行する情報誌（協働と参画のプラッ
　　　　トホーム通信、26,500部発行）と神戸市が運営するウェブページへ、BJの紹介記事が掲載

　　　　される。その内容を、このブリテンの後の12ページにも掲載しておく。
（６）新入会員の紹介
神戸ボウルズクラブに10月１日付けで新しく賛助会員が１名入会された。

永井皓一郎さん（30歳代、京都市在住）です。
（７）第18回香港タイガーボウルズ2015大会の募集案内
　　　　毎年、BJから誰かが参加しているお馴染みの大会でありますが、主催元から募集案内が送られてきたのでご案内します。
	
	タイガーボウルズ香港ツアー
	タイガーボウルズ深圳ツアー

	時期
	2015年3月13日～15日
	3月16日～19日

	会場
	香港および九龍
	中国 深圳

	競技種目
	男子フォアーズおよび女子フォアーズ
	同左

	競技方式
	スキン方式　(3+3+2エンド制)
	エンド方式　

	ホテル
	チャーター・ハウス
	メトロパーク・ホテル

	参加費
（主催者に支払う金額）
	男子1チーム目：1チームあたり1,500米ドル（約15万円）
男子2チーム目以降：1チームあたり3,000米ドル（約30万円）
女子チーム：1チームあたり3,000米ドル（約30万円）
(注)　参加費の内容としては現地宿泊費、朝食・昼食費および宿舎から会場までの輸送費が含まれている。
従って、自己負担は往復航空賃および現地夕食費となる。

	申込期限
	主催元への提出期限は、2015年1月10日


　　この大会は公式の選手権大会ではないので、BJとして特別の募集規準などは設けていません。
　　無理なく国際的な競技会を経験できるまたとない機会であるので、国際経験のない方の参加も
　　歓迎します。（ただし、派遣された方は個人の楽しみや経験で終わることなく、経験を活かし
　　今後のBJ活動発展のためにご協力いただくようにお願いします。）
複数チームの派遣も可とするが、その場合は参加費は均等割りとします。参加人数が4人単位である必要があります。BJとしての申し込み期限は12月15日とします。
希望者は各クラブ代表を通じてBJ事務局　森まで申込みしてください。
（８）2015年度ワールドカップ・インドアシングルス大会の募集案内
　　　　この大会はワールドボウルズ主催の公式の選手権大会ですので、毎年BJが日本代表選手を派遣しているものです。Champion of Champions大会に準ずるトップレベルの競技会です。
ワールドボウルズから募集要項が送られてきたのでご案内します。参加希望者は各クラブ代表を通じてBJ山田理事長まで12月15日までにEメールにて申込みください。
	時期
	2015年4月13日～4月24日

	会場
	オーストラリア　ワリラ

	競技種目
	シングルス戦(インドア)

	募集人員
	男子1名、女子1名　

	費用関係
	宿泊費および朝食、昼食は主催者が負担。（ただし、宿泊は
別の国の選手との2人相部屋が基本となっており、個人部屋を希望する場合は1人分の部屋代を負担する必要あり。）
渡航費および夕食費は本人負担。

	申込期限
	World Bowlsへの申し込み期限：12月31日


出場希望者が複数あった場合の選考基準は次のとおりとします。
１．2014年度のシングルス日本選手権の成績の高位者を優先する。

２．ただし出場機会の均等化の精神も加味する。

具体的には、
３．2014年度のシングルス日本選手権の優勝者が2015年度のChampion of Championsに出場する場合は2015年度のWorld Cup出場優先権は2位以下の者に移る。

４．2014年度にChampion of Champions またはWorld Cupに出場した者は、2015年

度のWorld Cup出場権は与えられない。

５．ただし出場希望者が単数である場合は、上記の規定に拘わらず出場権が与えられる。
とします。
　　2014年10月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2014年度後期大会(第1，２節) がスタート
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部

主管：SVリーグ実行委員会（リーダー：グリーン、記録：学園ワイズ、会計：ALBC）
日時：10月8日（水）、25日（土）12:30～16:00　　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
結果：10月25日終了後の最終結果成績順位は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	学園　B
	カナダ会
	ﾀｯﾁｬｽﾞB 
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	ﾀｯﾁｬｽﾞA
	学園A
	ALBC

-C
	ALBC

-A
	中崎
	ALBC

-B
	兵庫車椅子

	勝点
	 9
	 9
	 9
	 9
	 9
	 9
	 6
	 3
	 3
	 3
	  1
	  1

	点差
	+22
	+21
	+18
	+17
	+16
	+3
	+9
	-6
	-10
	-35
	-23
	-32


（２）Aリーグカップ2014年後期大会（第7，8節）
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン　
日時：10月12日（日）、19日（日）12:45～16:00　 
結果：10月19日終了後の結果成績順位は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	小野叶子（ＡＬＢＣ）  　    87点

小野宦司（ＡＬＢＣ）  　    87点
	野上哲男(タッチャーズ)       85点

	2位
	藤崎政和（ＡＬＢＣ）         84点
	西口　明（タッチャーズ）     80点

	3位
	森　紘一（学園ワイズ）       83点

西條和子（ＡＬＢＣ）         83点
	入江和俊（ＡＬＢＣ）        79点


（３）ローンボウルズ中崎リーグ戦(10月度) 
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：10月6日(月)、20日（月）　12:30～17:00
      　　場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

      結果：
	
	10月6日
	10月20日（雨天中止

	1位
	関　政美（ＡＬＢＣ）
	

	2位
	前林好信（ＬＢ中崎）
	

	3位
	前林典子（ＬＢ中崎）
	


（４）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：宮北、大畑、奥村]  
　　　　　日時：10月14日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
    結果：18名が参加した。
（５）男女を問わないトリプルズの全国オープン大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
主管：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：10月4日(土)　　（注）当初は2日間の予定であったが、5日（日）は台風18号
　　　　　　　　　　　　　　の来襲が予報されたので、1日間の大会に短縮された。

内容：16チームが参加し、一人３球×70分の時間制ゲームを各チームが4ゲーム戦った。
結果：

	順位
	チーム名（選手名）
	成績

	優勝
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞC：竹田　宏、坂本泰治、横井幸雄
	3勝1分け、得失点差+11

	2位
	ﾎﾞｳﾙｽﾞ･ｼﾙﾊﾞｰ･ｸﾗﾌﾞ：篠崎忠孝、木内　進、樽井啓佑
	3勝1分け、得失点差+10

	3位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞB：加久石幸三、竹内義治、今給黎順古
	3勝1敗、得失点差+23


（６）第9回アジア・パシフィック・メルデカ・インドア大会で入賞
主催：マレーシア・ローンボウルズ連盟
場所：マレーシア・バイオマス・インドアグリーン
日時：9月27日(土)～10月4日（土）

結果：日本から合田洋子、合田純二（学園都市ワイズ）と江村裕子、江村健一（ノース・

シドニークラブ）の4名が参加していたが、ミックス・フォアーズ種目において

The 3rd runner-upに入賞し、賞金授与および表彰台への日章旗掲揚がなされた。

予選ラウンド（12チームが６チームずつの2グループに分かれ、グループ内で

総当たり戦）は4勝1敗で2位通過し、決勝ラウンドは準々決勝でフィリッピンに

勝ち、準決勝でマレーシアに敗れたものである。 
後の10,11ページに参加者の感想文を掲載する。
（７）第11回全日本障害者ローンボウルズ選手権大会
主催：日本障害者ローンボウルズ連盟

後援：認定NPO法人ローンボウルズ日本
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：10月18日（土）8:50～17:00　

参加資格：障害者手帳などのような公的に障害を証明する物を有し、競技において

　　　　　介護を必要としない者

結果：参加者総数15名がシングルス戦を競技した。
	順位
	選手名（所属クラブ）

	1位
	日下　隆夫（神戸学園都市ワイズメンズクラブ）

	2位
	仲　一美 　（NPO法人ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞALBC）

	3位
	Susan Yap  （兵庫車椅子ローンボウルズクラブ）


（８）ミックスペアーズ全国オープン大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
主管：YC&AC
場所：横浜YC&ACローンボウルズグリーン
日時：10月19日（日）9:00～16:00　

競技内容：男女1名ずつのペアーズ戦に12チームが参加した（関東から7チーム、

愛知から1チーム、関西から4チーム）。

12チームを6チームずつ2グループに分け、予選ラウンドはグループ内の

総当たりで一人3球×6エンドを5ゲーム戦った。そのあと決勝プレーオフは両グループの同位チーム対戦を行った。優勝決定戦のみ8エンド。
結果：
	順位
	選手名（チーム名）
	備考（予選ラウンドの結果）

	優勝
	垣内紀子、奥田　昭（ALBC）
	予選Bｸﾞﾙｰﾌﾟ4勝1敗、得失点差+21で1位通過

	2位
	中村奈保子、中村慎吾（愛知ボウルズ）
	予選Aｸﾞﾙｰﾌﾟ4勝1敗で1位通過

	3位
	宮崎芳江、竹田　宏（神戸タッチャーズB）
	予選Aｸﾞﾙｰﾌﾟ3勝1敗1分で2位通過

	4位
	篠田麻衣子、首藤暁彦（東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞA）
	予選Bｸﾞﾙｰﾌﾟ4勝1敗、得失点差+6で2位通過


（９）フレンドシップ・ファイナル2014大会
主催：神戸タッチャーズ
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン

日時：10月26日（日）9:00～17:00　

内容：男女を問わないペアーズ戦、１人４球×８エンド（ただし55分の時間制限併用）。20チームが参加し、１チームあたり４ゲームを戦った。
結果：
	順位
	チーム名（選手名）
	成績 (⊿＝総得点/総失点)

	優勝
	神戸ボウルズ ：ラッセル・フォーサイス、宮北　茂
	4勝0敗、⊿＝2.55

	2位
	神戸タッチャーズ ：坂本泰治、横井幸雄
	4勝0敗、⊿＝1.65

	3位
	ＡＬＢＣ ：垣内紀子、藤川辰美
	4勝0敗、⊿＝1.44


（１０）認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部運営委員会開催
場所：しあわせの村
日時：10月25日（土）9:00～11:30　

議題：１．2015年度しあわせの村、明石公園、垂水健康公園における大会日程について
　　　　　　　　２．2015年度垂水健康公園の実行委員について
　　　　　　　　３．2015年度SVリーグの実行委員について

　　　　　　　　４．支部会計等の中間報告について

　　　　　　　　５．その他連絡・報告事項など
2014年11月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2014年度後期大会(第3,4節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本BJ兵庫支部
主管：SVリーグ実行委員会
リーダー： 神戸グリーン倶楽部 　

会計： ＡＬＢＣ 　　　記録： 学園都市ワイズ 　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：11月12日（水）、22日（土）12:30～16:00　　　
　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×80分時間制
（２）Aリーグカップ2014年後期大会(第9,10節)

主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：11月9日（日）、16日（日）12:45～16:00　
参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
なお、11月1日（土）１０時～１５時は初心者体験教室を開催する。 
（３）中崎リーグの11月～12月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：11月3日、17日、12月1日、5日
いずれも月曜日　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで
（４）第6回垂水健康公園大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：宮北、大畑、奥村]  
　　　　　日時：11月11日（火）8:45～14:10
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：ペアーズ戦（チーム編成は、当日朝の抽選により決定）。

一人4球×70分のタイムアップ制ゲームを3ゲーム行う。

参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦に変更もありうる。
　　　　　参加費用1,000円/人。優勝、2位、3位、BBに賞金授与される。

　　申し込み：各クラブ単位にてとりまとめの上、カナダ会奥村（okuhiro@kobe.zaq.jp）さん
　　　　　　　へ、11月3日までに
（５）男女シングルス日本選手権大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本ＢＪ技術・競技委員会

主管：認定NPO法人ローンボウルズ日本関東支部
場所：立川昭和記念公園ローンボウルズグリーン
日時：11月1日（土）,2日（日）9:30～17:00　

      女子は１１月１日、男子は１１月２日にそれぞれ１日間のみで競技する。

内容：各地区予選会で選抜された代表選手による日本選手権大会であり、この大会での

　　　男女優勝者各1名が来年オーストラリア・クイーズランド州のHelensvaleクラブ

で開催される世界選手権大会（Champion of CHampions大会）への出場権利を
得る。

　　　　　　　　男子出場選手は、関東・北海道地区出場選手3名、関西・愛知地区出場選手４名、
　　　　　　　　オーストラリア地区出場選手1名の合計8名

　　　　　　　　女子出場選手は、関東・北海道地区出場選手4名、関西・愛知地区出場選手3名、

　　　　　　　　昨年度優勝（合田洋子選手）1名の合計8名　である。
（６）しあわせの村初心者講習会
主催：しあわせの村保養荘ひよどり
協力：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：11月1日（土）13:00～15:00　
内容：ひよどりが募集したローンボウルズ未経験者に対して
　　　この競技の初歩の指導と体験ゲームを実施する。

（７）2014年度秋季明石市長賞大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
主管：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：11月2日（日）9:00～17:00　
競技方法：男女を問わないトリプルズ戦。
　　　　　勝ち抜き戦方式により対戦相手が決まって来る方式で、最終順位は
　　　　　1チーム当たり4ゲーム実施した結果の合計勝ち点、合計得失点差により
　　　　　          決定する。
　　　　　募集：既に締め切りずみ。
（８）日韓親善対抗戦
主催：兵庫車椅子クラブ

協力：ALBCクラブ、学園都市ワイズクラブ
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：11月14日（金）、15日（土）9:00～17:00　
内容：大韓民国傷痍軍警体育会の傘下のボフンローンボウル連盟から障害者チーム（ペア
ーズ4チーム+つきそい8名の合計16名）を迎えて、国内選抜チームとの親善交
流競技会を持つ。

（９）2014年度県民ふれあい大会（第16回）
主催：兵庫県生涯スポーツ連合
主管：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：11月23日（土）9:00～16:30　小雨決行・順延なし
競技方法：男女を問わないトリプルズ戦。一人3球×10エンド戦（80分の時間制限あり）。

チーム編成は当日　抽選により決定。
　　　　　1チームが3ゲームを実施し、3ゲーム合計の勝ち点および総得点/総失点
　　　　　の高い順で順位決定する。
　　　　　1位～3位に生涯スポーツ連合会長からの表彰状、そのほかに飛び賞、ベストタッチャー賞などがあり。

申し込み：各クラブ単位でとりまとめの上、ALBC奥田さん（a_okuda1913@yahoo.co.jp）

          へ。受付期間は11月1日～10日の間のみ。
　　　　　先着48名で締め切り（ただし、1クラブ当たり6名までとする）。

参加費：一人500円
（１０）2-4-2ペアーズ・オープン大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：11月30日（日）8:45～16:30　

内容：2-4-2方式によるペアーズ戦、一人4球×8エンド制
申し込み：チーム単位で申し込みのこと。11月1日AM8:00～受付。

　　　　　神戸タッチャーズ西口さん（nato3787@gaia.eonet.ne.jp）へ。

　　　　　1クラブmax.4チームとする。先着20チームで締め切り。

（１１）BJ臨時総会の開催

　　　　　日時：11月22日（土）10:00～12:00

　　　　　場所：神戸市しあわせの村　研修館　第1研修室

　　　　　議題：定款の一部変更の承認について。

　　　　　　　　（認定NPO法人になったことに伴い定款の一部を変更するものである。）

　　　　　出席義務者：正会員。（ただし書面による表決も可。）
（１２）第3回室内ローンボウルズ体験会開催
          主催：兵庫県立総合リハビリテーションセンター障害者スポーツ交流館

　　　　　運営協力：兵庫県障害者ローンボウルズ連盟

　　　　　　　　　　　（兵庫車椅子ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ、玉津ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ）
　　　　　日時：11月22日（土）13:00～16:00

　　　　　場所：障害者スポーツ交流館内の体育館
　　　　　対象：どなたでも参加できます（参加費無料）。
（１３）ワールド・ジュニア・カップ・シングルス大会
主催：ワールド・ボウルズ
場所：オーストラリア　ゴールドコースト　ブロードビーチ・クラブ
日時：11月8日（土）～17日（月）
競技種目：男女シングルスおよび混合ペアーズ　
　　　　　参加選手：田町智之（甲南ローンボアーズクラブ）

（１４）チャンピオン・オブ・チャンピオンズ大会
主催：ワールド・ボウルズ
場所：ニュージーランド　クライストチャーチ
日時：11月24日（月）～11月30日（日）
競技種目：男女シングルス　　
　　　　　参加選手：江村健一（ノースシドニー・ボウルズクラブ）
合田洋子（神戸学園都市ワイズメンズクラブ）
（１５）第10回アジア地域選手権大会
主催：アジア・ローンボウルズ連盟
場所：中国　深圳市
日時：12月1日（月）～12月10日（水）
競技種目：男女別のシングルス、ペアーズ、トリプルズ、フォアーズ（合計8種目）　
　　　　　　　　　　出場選手は8月末発行のBJブリテン112号に記載の男女各5名（計10名）
会員からの投稿
第9回アジアパシフィック・メルデカ大会の感想
江村健一（ノースシドニー・クラブ）
9月27日から10月4日までの8日間のトーナメントに参加し貴重な体験をさせていただきました。

当初マレーシアを除いて12カ国が参加の予定が、UAE、フィジー、インドの3カ国が急遽出場辞退となったため、当初４セクションでの総当り戦の予定が2セクションに変わったため、セクションの試合が5試合から6試合という数になり、かなり過酷なスケジュールとなりました。

各国男子二人女子二人のチームというのが基本で、マレーシアが4チーム（A、B、C、D）出場し、各セクションに必ずマレーシアの２チームが入るという構成になりました。

男子シングルスについては、ちょっと悔いの残る結果でした。

21点先取制で、セクションの最初の試合をブルネイに快勝したものの、続くマレーシア（C）に18-21、香港に20-21という僅差で負けてしまい苦しい展開となってしまいました。

経験の浅いスリランカには大勝したものの、今大会絶好調で準優勝したマレーシア（D）には、手も足も出ず4-21で完敗し、最後のフィリピン戦も19-21という僅差で負けて、2勝4敗に終わりました。僅差で負けた三つのうちの一つか二つ勝っていれば、セクション上位3位による決勝ラウンドに行けたはずなので、ここぞというときの粘りのなさが響きました。

ミックス・フォーズは、本来チームの総合力が問われるゲームであり、チームとしての練習を重ねている強豪各国に対し、急増の日本チームは苦戦が当然と思われたのですが、なぜか風のないインドアグリーンで、日本の神風が吹き荒れ、幸運に次ぐ幸運により、でき過ぎといってもいい結果だったといえるでしょう。

6チームのセクションの中で、最初の4試合を、フィリピン、マレーシア（C）、ブルネイ、スリランカと勝ち続けて、この時点で決勝ラウンド進出が確定。最後のマレーシア（D）には完敗したものの、セクションを2位で通過、準決勝進出を賭けたプレーオフは抽選の結果フィリピンとの再戦となり、雪辱を賭けたはずのフィリピンをまたしても返り討ち。セクションで大敗を喫したマレーシア（D）と準決勝で、再対戦となりました。

この時点で、準決勝に負けても、最終日の3位決定戦まで試合が続くことが確定し、閉会式前のすべての参加国が見ている中で無残な大敗をしてはいけないということで、勝てないまでも大量失点をしない試合展開を目標としたのが良かったのか、10エンド終わって8-8というところまで粘ったのは上出来でした。次のエンドのドライブ失敗で5点を落として試合が決まりましたが、ここまで粘れば満足という内容でした。

3位決定戦のマレーシア（B）も貫禄負けではありましたが、はずかしくない程度の試合にはなったと思うので、結果４位の銅メダルと賞金も堂々ともらうことができたと思います。

今回のフォーズの成功の理由のひとつは、全員がある程度安心してできたということにあるかと思います。常々思うのですが、ボウルズは勝つのはそれほど大変ではないけれど、負けないのは難しいということです。つまり意外性が高いということでしょうか。本来勝たなければならないフィリピンチームとかが日本に確実に勝つのは結構大変なんです。

負けてもともとと思いながら、合田洋子さんの堅実なリード、合田純二さん効果的なジャックトレールや起死回生のドロー、江村裕子の時々のスーパーショット、江村健一の当たれば大きい苦し紛れのドライブ等がうまく噛み合えば、相手チームも結構大変です。

大会全体として、オーストラリアは、さすがに強く、男子シングルス優勝を含め全員が入賞。
ニュージーランドもさすがに強いと思いましたが、マレーシアはもちろんのこと、アジア各国のレベルが上がっていることを実感させられた大会でした。

２０代、３０代の若い人たちが、ほぼ同じメンバーで、何年も続けて国際レベルで経験を続けているので、どんどん強くなるのも無理もないことでしょう。

こういうところに、日本の若手が出て来れないのが残念ですが、その代わりに、年寄りがもう少し頑張りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
認定NPO法人の紹介
平成2６年1０月７日付で、認定ＮＰＯ法人が誕生しました。ＮＰＯ法人「ローンボウルズ日本」の紹介です。

活動のご紹介

NPO法人ローンボウルズ日本はローンボウルズという生涯スポーツの振興・普及をはかることを目的として平成20年に法人化しました。最近の多くのニュースポーツの中の１つかと思う人も居ますが、実は13世紀に英国で発祥し、現在は世界40カ国に200万人の愛好者がいるという歴史と伝統を有するスポーツです。日本では昭和40年代に兵庫県の先駆者が外国から導入し現在に至っていますが、専用のコート（周囲に溝のある40ｍ平方の、完全に平坦な芝地）の建設がネックとなっていて、国内での愛好者数は推定3,000名にとどまっています。

老若男女、健常者や障がい者に拘わらず誰でもが対等に競技でき、装備等の費用も低廉であることから、これからのノーマライゼーションの推進や高齢化社会における余暇の活用に最適な生涯スポーツです。兵庫県下では明石公園内と神戸市しあわせの村内の専用コートにおいて初心者講習会、競技会を開催することで普及をはかっています。北海道、関東、中部、九州に支部または連携組織を有する全国組織（神戸が本部）ですので、日本選手権大会なども全国各地持ち回りで開催しています。さらに、競技スポーツとしての視点からは、世界組織（World Bowls）に加盟しており、国際大会に日本代表チームを派遣したり、日本で国際大会を開催すること（過去に3回実施ずみ）もしています。今年10月に韓国で開催されたアジア・パラリンピック大会のローンボウルズ種目には兵庫在住の３名の選手・役員を日本代表として派遣しました。

　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人ローンボウルズ日本　　理事長　　山田　誠　　

事務局長　森　紘一  

TEL/FAX  078-994-4399

今回の認定についてＱ＆Ａ
　認定を取ろうと考えたのはなぜですか？　

認定NPO法人になるためには組織運営が法に則って確実になされていることが審査される、そのことはすなわち当法人のこれからの成長・発展にとって大切なことである、との認識でチャレンジしました。第1回目の審査ではサンザンの出来で、見事に不合格をいただきましたが、勉強させていただき、2年間努力したお陰で2回目のチャレンジで認定をいただけたことは幸いでした。

今後の抱負は？

ローンボウルズは、国内的にはまだまだ知名度が低いのですが、認定NPO法人となって得られるより高い社会的信用度をフルに活用して、このスポーツの普及活動を更に広範囲に精力的に展開していきたいと考えます。具体的には、中高年者層にはいつでも気軽に親しめる場と機会の提供を、若者層には競技スポーツとして国際的にも肩を並べられるレベルの高さを目指す指導体制の確立を、と考えます。

以上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年10月31日（通巻第114号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：NPO法人「ローンボウルズ日本」　総務委員会
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芝生の上のボウリング・ローンボウルズを広めていきたい


横浜カントリー＆アスレティツワクラブ


今回、日本最古の総合型地域スポーツクラブで140年以上の歴史と伝統を


持つ、「横浜カントリー＆アスレティツククラブ」（通称YC＆AC）から、


イギリス発祥のスポーツ「ローンボウルズ」をご紹介します。同クラブの総支配人である


依田成史さんは、NPO法人ローンボウルズ日本の副理事長としても活動する傍ら、選手


としても日本選手権で活躍するほどの腕前の持ち主。


イギリスが起源であるこの種目はまだ知名度が低いので、まずは体験会などからこのスポ


ーツの醍醐味を知ってもらい競技人口を増やしたいといいます。今後は同クラブのコート


で体験講習会を実施予定とのこと。ご興味がある方はYC＆ACまでお問い合わせください。


0045－623－8121（フロント大野）


■ローンボウルズとは？


ローンボウルズは、芝の上でボウルと呼ばれる編心球を、目標球のどれだけそばに近づけ


られるかを競う球技です。


コ用具・服装


・ボウル　　完全な球体ではなく、重心が一方に偏った球で、投げ


るとカーブして転がる特性を持つ。色は黒か茶が多


く、重さは最大で1」59kgとされている。材質は、木製


（ユソウボク）あるいはゴム、プラスティックなどの合


成樹脂製である。芝生の上にフットマットを敷き、その上から投球を行う。


・ジャック　ボウルよりも小さな球で、このジャックを標的にボウルを転がす。色は、白


か黄色で、重さは225～285gである。


呵競技内容


先攻がまず、ジャックを転がして、次にジャックの到達点までと同距離のリンクのセンタ
ーライン上にジャックを置き、それを目標とする。以下交互にボウルを投げる。
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YC＆ACの依EEl成史総支配人


初心者にもわかりやすく指導
（左から3番目）






